









Aneuploidy induced by dimethylars;n;c acid in mouse bone 







いくつか出され. in vi tro実験で・は，分裂捕捉や.四倍体を合む染色体の数的異常，すなわち異数性を
誘導する。 invitro'こおいても.臥仏が.これらの活性を保持しているかどうか調べる。





















D¥Lへの投与後. 5. 211L~問における分裂指数は. 0 ~4;)O昭/kgの附A投勺群のうち， 300mg/kg投与群の骨
-231一
髄細胞で最大であった。 300mg/kgのDMAの投勺後の分裂指数は.16時間まで増加しその後48時間までプラト
にーな勺た。 DMA投与後24時間の細胞分裂|ロ|数は.減少がみられ，分裂遅延が示唆された。また，有意に異
数体が誘導された。その異数体の分;{fjは. I古j染色体のJj~こ偏り，特に1. 2木の染色体が増加した高染色
体細胞が多くみられた。 4倍体は.少数みられた。
以上.in vitro'こおいても.DMAは，分裂捕捉および，異数性を誘導することが示され.細胞周期を乱す
ことが，明らかにされた3
以上の研究成果は. ヒ素の発癌機序の解明に寄与するものであり.著者は博上(医学)の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。
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